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令和７年度消費生活相談の概要 

 

鹿児島県消費生活センター 

 

１ 相談件数 

区   分 令和６年度 令和７年度 

相 談 総 件 数 

（対前年度増減） 

４,３７５件 

（＋０.５％） 

４,６１６件 

（＋５.５％） 

あ っ せ ん 件 数 

（対相談総件数比） 

６０３件 

（１３.８％） 

６５８件 

（１４.３％） 

救 済 額  

（件          数） 

７７,８５０千円 

（６７４件） 

９１,２７４千円 

（６６４件） 

※１ 相談総件数のうち令和７年度の内訳 

           県消費生活センター：4,421 件，県大島消費生活相談所：195 件 

   ※２ あっせん： 相談窓口が，相談者と事業者等の双方から事実関係・主張・意見を聴取して要点

を明確化し，必要な情報を双方に情報提供して合意に至るような解決案の提示等

を行うこと。 

  ※３ 救済額 ： 助言による自主交渉や,あっせんなどにより支払わずに済んだ金額又は事業者か

ら返金があった金額。県で把握した金額のみを計上。 

 

２ 相談の特徴 

（１） 通信販売に関する相談が引き続き最多の１,６８５件（令和６年度から４６件増加） 

                                   【事例１】 

  ①定期購入に関する相談は減少したが、アップセルを用いたものが見られた 

   「一回限りのつもりで購入したのに、いつの間にか定期購入になっていた」など、

化粧品や健康食品等の定期購入に関する相談は減少したが、いわゆるアップセル広告

（お得なご案内を提示し、定期購入等に誘導）を用いたものが見られた。 

    〇令和６年度 ５３１件 ⇒ 令和７年度 ４８１件 

 

※令和７年度の相談（４８１件）のうち、アップセルを用いた可能性のある相談は２１件。 

令和７年度に、県消費生活センター及び県大島消費生活相談所に寄せられた相談の総

件数は４,６１６件で、令和６年度から２４１件（５.５％）増加した。特に２０歳代の

相談が大きく増加した。 

相談内容は、通信販売に関する相談が１,６８５件と最も多く、定期購入に関する相

談でアップセルを用いたものが見られたほか、代引き配達や商品未着、返金詐欺に関す

る相談が増加した。２０歳代はエステティックサービスや美容医療に関する相談が増加

した。 

あっせん件数の相談総件数に占める割合は１４.３％と令和６年度を上回った。 



  ②代引き配達に関する相談が増加 

   「サーキュレーターを注文したが、部屋が一瞬で涼しくなると謳っていたのに全く

冷えない」など、代引き配達で広告と異なる粗悪品や偽物が届いたとの相談が増加。 

   〇令和６年度 １３０件 ⇒ 令和７年度 １７４件 

 

  ③商品未着や返金詐欺に関する相談が増加 

   「代金を支払ったのに商品が届かず、事業者とも連絡がとれない」など商品未着に

関する相談や、「欠品のため返金すると言われたが、コード決済に誘導され逆に送金し

てしまった」など返金詐欺に関する相談が増加。 

  ＜商品未着＞ 

   〇令和６年度  ８１件 ⇒ 令和７年度 １０９件 

 ＜返金詐欺＞ 

   〇令和６年度  ２４件 ⇒ 令和７年度  ２９件 

 

（２）不審な電話やメールに関する相談が高止まり                  

   税関などの国の機関や大手通信会社から電話があり、「名前や住所など個人情報を

求められた」「未納金を請求された」などの相談が高止まり。 

   〇令和６年度 ２４３件 ⇒ 令和７年度 ２３８件 

 

（３）２０歳代の相談が大きく増加                   【事例２】 

 ①エステティックサービスや美容医療に関する相談が増加 

   「脱毛エステの店舗が遠く、通いにくいため解約を申し出たところ、まだ１回しか

施術を受けていないのに高額な解約料を請求された」などの相談が増加。 

    〇令和６年度  ２０件 ⇒ 令和７年度  ３７件 

 

  ②副業に関する相談が引き続き寄せられた 

   「短時間で稼げるという広告を見て申し込んだ。初めに保証金が必要と言われ、消

費者金融で借金して払ってしまった」などの相談が引き続き寄せられた。 

    〇令和６年度  ３９件 ⇒ 令和７年度  ３４件 

３ 相談件数の多い商品・役務（上位） 

商品・役務名 
令和 

６年度 

令和 

７年度 

対前年度 

増減 
主な内容 

１ 商品一般 ５５４件 ５３０件 △４.３% 不審な電話・メール、身に覚えのない請求 

２ 保健衛生品 ４７４件 ４５７件 △３.６% 美容クリーム、化粧品等の定期購入 

３ 運輸・通信 

サービス 
３９８件 ４０２件  １.０％ 

光回線の電話勧誘、携帯電話の機種変更や

携帯電話会社乗換えの際の料金トラブル 

４ 食料品 ３６４件 ３６１件 △０.８％ サプリメントの定期購入、カニの電話勧誘 

５ 他の役務 ２８４件 ３３７件 １８.７％ 
求人広告の高額料金請求、質問サイトの解

約、副業サポート契約の解約・返金 



４ 当事者年代別相談件数と相談内容 

[相談件数の多い商品・役務]                      （単位：件、％） 

区  分 
令和６年度 令和７年度 相談件数 

増減率 
主な内容 

相談件数 構成比 相談件数 構成比 

若年者層（３０歳未満） ４０９ ９.３ ４７７ １０.３ １６.６  

 ２０歳未満  １０９  １１２  ２.８  

 

 

 

①インターネットゲーム  ３０  １８  △４０.０ オンラインゲームの高額課金 

②他の健康食品 ８  １３  ６２.５ サプリメントの定期購入 

③商品一般 ６  ６  ０.０ クレジットカードの不正利用 

２０歳代 ３００  ３６５  ２１.７  

 ①役務その他サービス ２５  ３０  ２０.０ 副業サポート契約の解約返金 

②商品一般 １４  ２６  ８５.７ 不審な電話・メール 

③脱毛エステ ８  ２１  １６２.５ 高額契約の解約返金、倒産 

④賃貸アパート ２４  ２１  △１２.５ 原状回復費用の高額請求 

一般層（３０～５９歳） １,３７２ ３１.４ １,３７０ ２９.７ △０.１  

 ３０歳代 ３１５  ２８６  △９.２  

 ①商品一般 １５  ２１  ４０.０ 身に覚えのない請求 

②賃貸アパート ２６  １６  △３８.５ 原状回復費用の高額請求 

③他の内職・副業 １１  １１  ０.０ 契約金、登録料等の返金 

４０歳代 ４７６  ４４０  △７.６  

 ①商品一般 ４０  ３０  △２５.０ 不審な電話、ロマンス詐欺 

②フリーローン・サラ金 １８  ２４  ３３.３ 多重債務 

③賃貸アパート １７  ２３  ３５.３ 原状回復費用の高額請求 

５０歳代 ５８１  ６４４  １０.８  

 ①商品一般 ６４  ５８  △９.４ 不審な電話・メール 

②他の健康食品 ３９  ３８  △２.６ サプリメントの定期購入 

③賃貸アパート ５  ２５  ４００.０ 原状回復費用、家賃値上げ 

高齢者層（６０歳以上） １,９６４ ４４.９ ２,０７０ ４４.９ ５.４  

 ６０歳代 ８２５  ８２５  ０.０  

 ①商品一般 １１０  ８９  △１９.１ 不審な電話・メール 

②他の健康食品 ２１  ３９  ８５.７ サプリメントの定期購入 

③化粧クリーム ３５  ３５  ０.０ 美容クリームの定期購入 

７０歳以上 １,１３９  １,２４５  ９.３  

 ①商品一般 ２０６  １９４  △５.８ 不審な電話・メール 

②他の健康食品 ８２  ７３  △１１.０ サプリメントの定期購入 

③役務その他サービス ２７  ４０  ４８.１ 質問サイトの解約 

年齢不明・団体等 ６３０ １４.４ ６９９ １５.１ １１.０ 不審な電話、求人広告 

合計（相談総件数） ４,３７５  ４,６１６  ５.５  


